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研究成果の概要（和文）：本研究の主要な成果は二冊の単著の刊行である。一方の単著『自由原理』では、福祉
国家の新たな理念として自生的な善き生（ウェルビイング）の理論を展開した。他方の単著 Liberalism and 
the Philosophy of Economics では、その背後にある「自生化主義」などの独自の思想理念を英語で発信した。
いずれも人間が自分自身のウェルビイングについて無知である現状から出発して、いかなる善き生と善き社会の
構想を獲得できるかについての試論である。この他に関連する実績として、単著『消費ミニマリズムの倫理と脱
資本主義の精神』では消費スタイルの観点から新たにウェルビイングを捉えなおした。

研究成果の概要（英文）：The major achievement of this study is the publication of two monographs. 
One monograph, "Principles of Liberalism," developed a theory of spontaneous good life (well-being) 
as a new philosophy of the welfare state. In the other monograph, “Liberalism and the Philosophy of
 Economics,” I transmitted in English my original philosophical ideas, such as the "spontenietism" 
that lies behind it. Both are testimonials on how human beings can acquire the concept of a good 
life and a good society by starting from the current state of ignorance about their own well-being. 
As another related achievement, in my monograph "The Ethics of Consumer Minimalism and the Spirit of
 De-capitalism," I recaptured the idea of well-being from the perspective of consumption styles.

研究分野： 経済思想
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、国や地域で用いられている「幸福度（ウェルビイング）指標」について、一定の規範的
な指針を示した点にある。現在、さまざまな幸福度指標がさまざまな国と地域で用いられているが、それらの指
標は、どのように評価されるべきなのか。各国の間、あるいは各地域の間で、専門家たちによる相互レビューが
求められている。では指標をどのような観点からどのように評価すべきなのか。本研究は、人間は自分のウェル
ビイングについて無知であるという前提から出発して、なおウェルビイングを増大させることができるという想
定の下に、「自生的な善き生の理論」を構築した。これは相互レビューのための価値尺度を提供する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
ウェルビイングの研究は、現代経済思想の中心テーマとして台頭してきた。背景には、幸福

経済学の勃興、現代功利主義の新展開、医学・教育・福祉などの諸分野における調査研究の蓄
積、行動経済学や実験経済学や社会心理学における新しい実験、GDP を超える諸指標の提案、
自治体における幸福度指標の独自作成などの動きがある。ウェルビイング論はこの分野は社会
科学の一大領域を形成するようになった。 
 1972 年にブータンの国王が提唱した「国民総幸福量」指標を受けて、国連総会が 2011 年に
「幸福」理念をグローバルな目標にするという決議を採択すると、経済協力開発機構（OECD）
も同年に「よりよい生活(Better Life)指標」を発表、イギリスでは国家統計庁が 2012 年に市民
参加型の熟議を経て「国民ウェルビイング指標」を開発、フランスでは 2008 年にサルコジ大
統領が「経済パフォーマンスと社会プログレスの測定に関する委員会」を立ち上げ、Ｊ・ステ
ィグリッツやＡ・センなどを招いて独自の総合指標を構築するなどの動きが続いた。この他イ
ギリスのＮＧＯによる「地球幸福度指標」や、世界価値観調査における「幸福」の調査、オッ
クスフォード大学における「多元的貧困指標」やプリンストン大学における「国内総生産を超
える指標(beyond GDP)」の提案など、興味深い動きがある。日本でも 2012 年の段階で 22 の
自治体が幸福度の指標を独自に作成、コミュニティ・レベルでの関心が高まっている。
WikiprogressのホームページにはGDPを超える諸指標のデータベースが構築されており、454
の指標化プロジェクトが紹介されているが、現在、地域・国家・世界のさまざまなレベルで、
新たな指標による社会統治力強化の動きがある。 
 
２．研究の目的 
 経済思想はこれまで、「効用」概念を原理的に批判してきたものの、ウェルビイングの理論を
積極的に示してこなかった。社会的に採用すべきウェルビイング指標は、民主的討議の積み上
げによって構築すべきであるとしても、その民主的議論が成熟するためには、ウェルビイング
の原理的検討が不可欠である。この課題に応じるべく、本研究は、三つの研究目的を立てた。
すなわち、(a)学説史的検討と概念分析、(b)福祉政策を体系的に導く規範理論の構築、(c)諸指
標の検討と新たな指標の提案、である。 
 規範理論の観点からみると、「ウェルビイング」の探求は意義深い問題を提起する。リベラリ
ズムはこれまでウェルビイングを私的領域の問題とみなしてきたにすぎない。コミュニタリア
ニズムは公共善を求める一方、各人の私的なウェルビイングに関心を示したわけではない。平
等主義やリバタリアニズムも財の分配理念を問題にする一方、この問題を論じていない。ウェ
ルビイングの指標化は、既存の規範理論の盲点である。幸福の指標化は、GDP の成長よりも主
観的な幸福を求めようとする民衆の要請を受けて、諸政策を導く規範的準拠点を提供しつつあ
る。主要な問題は、ウェルビイングの概念が、原理的・政策的な次元においてどのような規範
的含意をもつのかである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、ウェルビイング概念における諸特徴、すなわち「自律」「処世術的卓越」「メタ
選好」「第三者視点」などを体系的に明らかにする。かかる基礎研究を土台として、本研究はウ
ェルビイングの規範理論の構築へ向かう。「公共善」でも「正義」でも「効用」でもない、別の
政策指針を体系的に示すことを目指す。参考になるのは、カーネマン/トヴェルスキーの心理学
や、セイラー/サーンスティンの行動経済学・法哲学である。後者は前者の知見を取り入れて、
あらたにリバタリアン・パターナリズムの規範理論を提示した。本研究は同理論に対する批判
的検討を踏まえて、新たにウェルビイング概念を軸にした規範理論の構築を目指す。根本的な
問題は、温情的な政府介入と福祉政策を正当化する際の基準と理念が、どのような主体像の陶
冶を前提し、どのようなウェルビイングの理解を前提とするのかである。リバタリアン・パタ
ーナリズムはこの点で複数の理念を許容している。本研究は人間の「器(capacity)」という理念
に注目し、この問題に新たな視点を提供したい。一つの方法的視角は、ハイエクの自生的秩序
論を人格論へ応用することである。本研究では人間は自らのウェルビイングについて根本的に
無知であるという人間像から出発したい。他方で私たちは、自生的な仕方で獲得した自己の生
を回顧的な仕方で振り返ることが可能である。本研究では、幸福感や満足感の現在性ではなく
「回顧された生」の評価視点が事後的にウェルビイングを構成するという仮説を立て、この仮
説の哲学的基礎として「自生的な善き生（自ずからなる生）」の理論を展開する。 
「自生的な善き生」の理論に基づく「ウェルビイング」論の体系的構築は、GDP を超える諸

指標に一定の批判と評価を与えうるものでなければならない。最後にこの課題に応じるべく、
同研究分野における以下の諸問題に解決を与えたい。(i)倫理学者フェルドマンとケインズの伝
記作家スキデルスキーのあいだで論争される「善き生」の解釈（態度的快楽の単純集計 vs 物語
的生）、(ii)イースタリンの法則とそれに対する異議（追加所得が幸福をマイナスにする閾値の
証明不可能性、先進諸国の平均幸福度の優位性）、(iii)先進諸国においてみられる高齢者の幸福
化傾向、(iv)幸福者の所得低下傾向というパラドックス、などである。こうした諸問題への応



答は、諸指標を評価する上で確固たる価値観点を与えるであろう。 
本研究はさらに新たな指標を提案する。諸指標を検討して、日本にふさわしい指標を考案し

たい。 
 
４．研究成果 
 自己の善き生について無知な人間は、アンケート調査で幸福やウェルビイングについて尋ね
られたとき、自分の幸福やウェルビイングについて「まあまあ(fair)」と答える可能性がある。
日本人や韓国人の場合、このように回答する人の割合が多い。結果として日本と韓国の幸福度
は、先進諸国の中でも低迷している。「まあまあ」と答える態度は、はっきりしない態度ではあ
るが、この回答は、善き生について分からないという謙虚な態度の現れでもある。幸福度指標
を使って各国のパフォーマンスを測る場合、この「まあまあ」という回答も十分によい回答と
して扱う余地がある。 
 自分にとって何が「善き生」であるか分からないとしても、善き生が自生的に育まれるよう
な、豊かな土壌づくりをすることができる。「自生的な善き生の理論」は、政府や自治体に対し
て、そのような土壌づくりを積極的に求めることができる。例えば私たちは、自分にとって何
が善き生なのかあまりよく分からなくても、孫世代への教育投資を通じて、孫世代の人たちの
善き生が自生的に育まれるように配慮することができる。福祉国家は、そのような期待に応え
る政策を打ち出すことができる。 
 自生的な善き生の理論は、即座の効用よりも、回顧された効用（記憶された効用）を重視す
る。功利主義が直面する根本問題は、効用を測る尺度として、なにを用いるべきかという問題
である。現在の主観的な効用を単位とするのか、それともこの一週間を振り返った場合の効用
（回顧された効用）を単位とするのか。自生的な善き生の理論は、善き生というものが事前に
は分からず、後から分かるものだという理解に基づいて、「回顧された効用」を重視する。 
 自生的な善き生の理論は、自分がまだ知らない自分のポテンシャルに気づくことが重要であ
ると考える。自分のポテンシャルは、自分がこれまでとは違う文脈に置かれたときに気づくこ
とがある。また自分のポテンシャルは、自分の心に十分な「溜め（くつろぎと余裕）」があると
きに気づくことがある。それゆえ自生的な善き生の理論は、他者によって、自分の生が十分に
もてなされることを重視する。この発想に基づいて、福祉国家は各人が異郷でくつろげるよう
な社会の仕組みを提供することがふさわしい。この「もてなされた生」の理想は、観光産業の
役割についても、その福祉面での意義を認めることになる。 
 以上をまとめると、自生的な善き生の理論は、幸福度指標の用い方、善き生を育むための土
壌づくり（制度支援）、回顧された効用の重視、もてなされた生の支援、という四つの要素から
成り立つ。ハイエクの自生的秩序論は、政府の介入に消極的だが、自生的な善き生の理論は、
国家が善き生を促進するために、さまざまな介入の余地があることを認める。以上の理論が、
本研究の中心的な成果である。 
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